
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「異年齢集団で行動することで、上級生は下級生のお手本となれるような行動を示し、下級生は上

級生のやさしさやリーダー性に憧れを抱けるようにする。」これは、キラキラ遠足を実施する上で示さ

れた、４点のねらいのうちの一つです。 

 ５月 28日（金）に実施された遠足は、７名（延期でなかったら９名の方でした）のボランティアの

方の協力を得て、無事に実施することができました。本当にありがとうございました。 

これまでとは実施時期や行程が異なる中、高学年の子どもたちは綿密な計画を立て、準備を進めま

した。６年生は２回ほど校長室に来て、自分たちが検討した結果を報告するなど、よい遠足になるよ

う一生懸命になっている姿を見て、本校の伝統を改めて感じました。 

事後に子どもたちが書いた作文を、ここで紹介させていただきます。 

 

「子育てアラカルト① ～舞台と楽屋～」 

学級担任時、４月下旬あたりに家庭訪問をさせていただいたときのことです。保護者の方に、学
校で頑張っている様子をお伝えすると、一定の割合で「そうなんですね。でも家ではさっぱりで、
なかなか言うことを聞かなくて困っているんですよ。」と返されました。ということは、子どもは学
校では多くの人とのかかわりの中で自分の存在を確立しようと努力し、家ではその反動で力が抜け
ているのかなと思います。確かに、保護者としては学校と家での我が子の姿のギャップに嘆き驚き、
家でも同じように頑張ってほしいと思われるのかもしれませんが、この姿は自然なことなのかもし
れません。つまり、自分をよく見せようとする学校を「舞台」ととらえ、ありのままでよい安心感
のある家庭を「楽屋」ととらえると納得ができます。ずっと舞台上で張りつめていると、徐々に疲
れ果ててしまうことでしょう。舞台に立つためには、その前後の楽屋（家庭）で過ごす時間が貴重
なのではないでしょうか。 

もちろん、家庭において予習・復習等の学習の時間も大切ですが、ぜひ保護者の方々には、「今日、
学校でね、～～～」とお子さんが話をしたくなる時間を保障していただければと思います。その話
は、よいことだけではなく、苦しかったことや嫌だったこともあると思いますが、遮ることなく、
最後までじっくり聞くことが素敵な子育ての一つなのかもしれません。 

≪学級教育目標≫ 豊かな心を持ち 自ら考え たくましく生きる子の育成 

         ～学び合い 高め合う なかまづくり～ 

絆を深めたキラキラ遠足！！ 
～「助け合い」「はげまし合い」と「相互理解」～ 

 

 キラキラえんそくに行きました。上山田ちくへ２はんぜんいんで

行きました。そのあとにかくれんぼと、「せんおに」をしました。た

のしくてつかれました。（２年生） 

 「ぜんいん」「たのしくてつかれた」から、みんなで行って、いろい

ろな経験ができた喜びを感じ取ることができます。日頃、あまり歩き慣

れていないこともあり、結構疲れたのではないでしょうか・・・。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の「特色を生かした教育活動」の４点のうちの１つに「相和っ子班活動」があります。日々

の清掃活動に代表される異年齢による関わりは、子どもたちが社会に出たときに大いに役に立つ

ものです。 

なかでも「さつまいも作り」は、年間を通しての活動であり、伝統行事として脈々と受け継が

れているものになります。４年生以下の子どもたちの収穫時の笑顔を想像しながら、５月 20日に

５・６年生が畝づくりを行いました。担任とともに、間隔を考えながら畝をつくる様子や、苗を

植えることを考えながらマルチを張るその様子は、これまでの諸先輩方が与えてくれた経験に裏

付けられたものであることがよくわかりました。思っていた以上に農具を上手に使う姿には少し

驚きましたが、まさに「相和っ子のリーダーここにあり！」でした。 

また、24日には苗植えも行いました。多くの苗の準備がされ、 

子どもたちは丁寧に植えることができていました。昨年度の収穫 

は今一つだったとのことですが、今年度は多くの収穫を期待した 

いと思います。 

畑を貸してくださった方、畑に耕運機をかけてくださった方、苗 

を提供してくださった方、地域の方々の協力によりこの活動を続け 

ることができることを本当にうれしく思います。ありがとうござい 

ます。 

 

上郡ＰＴＡ連絡協議会広報紙コンクール 

 この３・４月に在宅にて、各校単位ＰＴＡ広
報紙の審査が行われ、本校の広報紙「そうわ」
が努力賞を受賞しました。コロナ禍の中、広報
委員のみなさんは、試行錯誤の連続だったと思
います。本当にありがとうございました。下の
写真は、いただいた賞状です。職員玄関付近に
掲示したので、来校の際は、ぜひご覧ください。 

～ 結 果 ～ 

 ○最優秀賞・・・三保小学校ＰＴＡ広報紙 

 ○優秀賞 ・・・井ノ口小学校ＰＴＡ広報紙 

 ○努力賞 ・・・相和小学校ＰＴＡ広報紙 
         松田中学校ＰＴＡ広報紙 

「姿勢を正そう」 

 ひたむきに頑張る子どもたちを見ていると、本
当にうれしくなります。そのような中、気になる
こともあり、養護教諭に相談しました。それは、
授業中をはじめとするふだんの「姿勢」について
です。「正しい姿勢」を再確認するため、現在、
保健室前に下の写真にあるものを掲示していま
す。よい姿勢をとることは、健康面においても有
益なことが多くあります。今一度、お子さんの日
頃の姿勢をご確認いただければ幸いです。 

さつまいも畝（うね）づくり（５・６年生）【５月 20日（木）】 
さつまいも苗植え（全校）【５月 24日（月）】 

 

広報紙は、ＰＴＡ

活動の見える化に

大きく寄与してい

ます。多くの時間を

かけ、作成してくだ

さっている委員の

みなさんに感謝し

ます。 


